


























介護福祉士養成施設におけるカリキュラム改正の概要  

1改正の経緯  
（1）平成10年9月より、福祉専門職の質の向上に関する検討を行うため、「福祉専門職の教   

育課程等に関する検討会」が開催。  

（2）平成11年3月10日「福祉専門職の教育課程等に関する検討会報告書」がまとめられる。  

（3）これを受け、介護福祉士養成施設における教育課程（カリキュラム）を改正し、平成12年   
度入学生より新カリキュラムによる教育内容を実施。  

2 主な変更点  
（1）教育時間数の増加  

総時間数1，500時間 →1，650時間（150時間増）  

（2）教育内容の充実   

・介護保険制度及びケアマネジメントに関する内容の追加   

・保健医療分野の専門職との連携に必要な医学知識の強化   

・人権尊重、自立支援等の社会福祉の理念、コミュニケーションに関する内容の強化   
・居宅介護実習の必修化   

・介護過程の展開方法を追加  
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